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5
月
号
は
5
月
13
日
よ
り
順
次
発
送
す
る

計
画
で
す
。
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も
２
０
０
５
年
（
20
年
前

で
す
）
の
大
き
な
組
織
改

正
で
各
旅
客
会
社
を
基

盤
と
す
る
現
在
の
形
が

出
来
上
が
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
、

鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
も
大

き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

一
つ
は
数
の

問
題
で
、
退
職
者

の
激
減
の
影
響

で
、
会
員
数
の
減

少
が
あ
り
、
こ
れ

へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
健
康
で
楽
し
く

明
る
い
生
活
を
送

り
た
い
」「
地
域

の
、
Ｊ
Ｒ
の
役
に

立
ち
た
い
」「
趣

味
を
活
か
し
た

い
」
こ
う
い
う
思

い
を
持
つ
Ｏ
Ｂ
も

多
い
は
ず
で
す
の

で
、
関
心
を
聞
き

出
し
、
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
活
動

へ
の
誘
い
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

二
つ
目
は
、
こ
れ
か
ら

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和

百
年
に
あ
た
る
年
明
け

を
ど
の
よ
う
に
迎
え
ら

れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

「
明
治
百
年
」
は
私
の

高
校
生
時
代
。「
明
治
は

遠
く
な
り
に
け
り
」
の
フ

レ
ー
ズ
が
よ
く
使
わ
れ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
で
も
、
明
治
は
45
年

で
大
正
時
代
へ
。
明
治
百

年
は
そ
の
55
年
後
で
す
。

昭
和
は
64
年
ま
で
で
し

た
か
ら
昭
和
百
年
は
そ

の
36
年
後
で
す
。
Ｊ
Ｒ
発

足
も
昭
和
の
世
で
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
「
過

去
」
と
言
う
よ
り
「
現
代

の
す
ぐ
前
」
と
言
う
の
が

実
感
に
合
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
の
間
世

の
中
は
急
速
な
変
化
を

し
て
き
た
こ
と
も
事
実

で
す
。
新
幹
線
の
輸
送
体

系
も
仕
事
の
仕
組
み
も

営
業
・
販
売
戦
略
も
各
社

の
組
織
も
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会

の
退
職
者
は
、
国
鉄
改
革

後
の
採
用
者
で
あ
り
、
女

性
比
率
も
比
較
的
高
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し

た
人
た
ち
に
も
魅
力
あ
る

よ
う
な
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
活
動

も
追
求
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
準
会
員
参
加

の
活
動
の
更
な
る
充
実
や

各
種
活
動
へ
の
現
役
と
の

共
同
参
加
の
追
求
な
ど
も

効
果
的
と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
は
世
の

中
の
情
報
化
の
進

展
や
連
絡
手
段
の

変
化
で
す
。
Ｊ
Ｒ

社
内
で
の
情
報
連

絡
や
会
議
資
料
、

規
程
等
々
の
ツ
ー

ル
に
お
い
て
は
紙

が
姿
を
消
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の

新
会
員
は
こ
う
し

た
世
界
に
慣
れ
て

い
る
人
た
ち
で

す
。
ま
た
、
会
員

数
の
減
少
に
見

合
っ
た
組
織
づ
く

り
や
Ｏ
Ｂ
会
活
動

に
も
、
こ
う
し
た

ツ
ー
ル
の
活
用
を

考
え
る
べ
き
時
期

に
来
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
対
面
の
良

さ
、
紙
の
良
さ
は
あ
り
つ

つ
も
、
遠
隔
地
と
の
連
絡

や
、
情
報
伝
達
の
即
時
性

な
ど
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は

多
く
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
量
か
ら

質
へ
の
転
換
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
の

あ
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る

例
え
と
し
て
、
水
に
熱

を
加
え
る
と
し
ば
ら
く

は
何
も
起
こ
ら
な
い
で

す
が
、
温
度
変
化
の
量

が
限
界
値
を
超
え
る
と

水
か
ら
水
蒸
気
へ
の
質

の
転
換
が
起
こ
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
で
も
最
初
は
練

習
を
重
ね
て
も
上
手
く

な
れ
な
か
っ
た
の
が
、

あ
る
段
階
か
ら
容
易
に

１
０
０
を
切
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
経
験

を
持
つ
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
も
練
習

の
量
を
こ
な
す
こ
と
が

あ
る
段
階
で
質
（
腕
前
）

の
質
的
変
化
を
も
た
ら

し
た
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
同
時
に
「
質

か
ら
量
へ
の
転
換
」
も
ま

た
真
理
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。
最
近
の
選
挙
で
も

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
の
選

挙
戦
術
（
質
の
変
化
）
が

大
き
な
量
の
票
を
集
め

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
道
で
も
宣
伝
戦
略
の

転
換
が
大
き
な
集
客
効

果
を
も
た
ら
す
こ
と
が

し
ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
で
も
練
習
方
法

の
改
善
が
技
術
の
上
達

に
結
び
つ
く
こ
と
も
よ

く
あ
る
こ
と
で
す
。

鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
活
動
も

し
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。

会
議
の
改
善
や
情
報
連

絡
の
改
善
な
ど
、
今
風
に

合
っ
た
形
へ
の
質
の
変

化
が
、
任
務
の
負
荷
を
減

ら
し
、
新
た
な
会
員
や
役

員
候
補
者
の
発
掘
に
つ

な
が
る
こ
と
も
期
待
で

き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

と
は
言
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
・
場
面
で
の
活

発
な
活
動
の
展
開
が
会

員
の
結
束
を
固
め
、
魅
力

あ
る
Ｏ
Ｂ
会
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
基
本
は
、
普

遍
の
法
則
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
未
加
入
の

Ｏ
Ｂ
に
一
人
ず
つ
加
入

の
働
き
掛
け
を
行
う
な

ど
の
地
道
な
活
動
も
大

事
な
こ
と
で
す
。

未
来
に
向
け
て
発
展

す
る
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
活
動

を
目
指
し
て
、
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

日本鉄道OB会連合会長　中村 弘之

量から質への転換と量から質への転換と
質から量への転換質から量への転換

謹賀新年謹賀新年
2025年（令和7年）元旦2025年（令和7年）元旦

日本鉄道OB会連合会

つ
い
て
（
案
）」
及
び
「
日

本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
連
合
会
会

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
案
）」
の
説
明
が
あ
り
決
議

さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、

「
２
０
２
４
年
度
上
半
期
決

算
」「
２
０
２
４
年
度
会
議

日
程
」
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
了
承
さ
れ
た
。

　

日
本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
連
合

会
は
11
月
21
日
、
今
年
度

第
２
回
理
事
会
を
東
京
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
岩
﨑
伊

佐
雄
専
務
理
事
よ
り

「
２
０
２
５
年
度
拠
出
金
に

連
合
会
第
２
回

理
事
会
を
開
催
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③源泉徴収額
年金から源泉徴収された所得税額及び復興特別所得税の合計額を記

載しています。

●遺族年金や障害年金の受給者
遺族年金や障害年金は税法上非課税であり、税金が徴収されないため、

源泉徴収票は発行されません。

●お問い合わせ先
源泉徴収票に関するお問い合わせ先は次のとおりです。

年金の確定申告
老齢年金や退職共済年金の受給者であって、以下の①または②にあて

はまる方は、確定申告を行う必要があります。
※�遺族年金や障害年金は非課税のため、確定申告をする必要はありません。

①�公的年金等※の収入金額が年間400万円を超える方（複数から受給さ
れている場合はその合計額）

②�公的年金等以外の所得金額が年間20万円を超える方（生命保険や共
済などの契約に基づいて支給される個人年金、給与所得、不動産所
得など）

※「公的年金等」とは、
・�国民年金や厚生年金、共済組合から支給を受ける老齢年金（老齢基礎

年金、老齢厚生年金、退職年金・退職共済年金）
・�恩給（普通恩給）や過去の勤務に基づき使用者であった者から支給さ

れる年金
・確定給付企業年金契約に基づいて支給を受ける年金　など

上記の①または②に該当しない方でも、所得税控除（生命保険料控除、
地震保険料控除、医療費控除など）を申請することにより、税金が戻って
くる場合もありますので、詳しいことは、最寄りの税務署にお問い合わせ
ください。

源泉徴収票
遺族年金や障害年金は非課税のため

源泉徴収票は発行されません
源泉徴収票とは、1月1日から12月31日までの1年間に支払われた年

金額と、そこから差し引かれた所得税の額が記載された書類のことです。
サラリーマンの方には、「給与所得の源泉徴収票」が発行されますが、

年金受給者の方には、「公的年金等の源泉徴収票」が発行されます。

●老齢年金（老齢厚生年金）や退職年金（退職共済年金）の受給者
老齢年金や退職年金は、税法上「雑所得」として取り扱われ、課税対象と

なります。このため所得税の徴収の有無にかかわらず、1月末までに源
泉徴収票が送付されます。

【源泉徴収票の見方】

①区分

②支払金額
令和6年1月1日から令和6年12月31日までに支払われた年金の合計

額を記載しています。この金額は所得税等や社会保険料が差し引かれる
前の金額のため、実際に振り込まれた金額とは一致しません。

源泉徴収票と年金の確定申告について

第1号・第4号適用分 老齢基礎年金、老齢厚生年金、64歳までの特別支給の退
職年金を受けている方

第2号・第5号適用分 65歳からの退職共済年金を受けている方

第3号・第6号適用分 退職年金（退職等年金給付）、経過的職域加算額（退職共済
年金）を受けている方

第7号適用分 上記第1号～第6号に該当しない方

年金の種類 源泉徴収票に関するお問い合わせ先

退職年金・退職共済年金
（事由発生日が平成9年3月以前の方） お近くの年金事務所

退職共済年金
（事由発生日が平成9年4月以降の方） 日本鉄道共済組合

老齢年金・老齢厚生年金 お近くの年金事務所

障害年金・障害共済年金・障害厚生年金 源泉徴収票は発行されません。

遺族年金・遺族共済年金・遺族厚生年金 源泉徴収票は発行されません。

① ② ③

見　本

能登半島地震の義援金にご協力いただきました皆様へ

このたび、令和 6 年 1 月 1 日に発生しました「令和 6
年能登半島地震」に際しまして、 皆様から心温まる義援
金を頂戴いたしましたことに心よりお礼申し上げます。

お寄せいただきました義援金につきましては、石川県
の七尾支部を中心に新潟県、富山県、福井県の各県被災
OB 会員にお届けさせていただきました。震災からまも
なく 1 年となりますが、被災地ではまだまだ復興に時間
を要する状況にあります。

加えて、9 月には記録的な豪雨が発生するなど、非常に
厳しい状況へと再び追い込まれました。 

今回の皆様からの温かいお気持ちが復興に向けての大
きな力になっていただけるものと思っています。心より
感謝申し上げます。

お寄せいただきました皆様のご厚情に対しまして、略
儀ながら書中をもちましてお礼を申し上げますとともに、
皆様の益々のご発展とご多幸をお祈り申し上げます。

西日本鉄道 OB 会　金沢地方本部 本部長　　辻子　義則

この度の能登半島地震の被災者に温かい義援金を寄せ
られた全国の鉄道 OB 会員の皆様に心より御礼申し上げ
ます。

能登半島と新潟県は遠く離れていますが、地質がつな
がっており、沿岸地域の軟弱地盤での液状化現象等によ
り、新潟地方本部の会員の家屋にも大きな損壊が発生し
ました。まだ、復旧途中の家屋もあります。

そんな状況にあって、日本鉄道 OB 会連合会からの義
援金募集の働きかけに、大勢の皆様からご協力をいただ
いたことは大変心強く、被災した会員の方々から厚い感
謝の言葉をいただいております。有り難うございました。

新潟地方本部としては、被災された会員の一刻も早い
生活再建を望むばかりで、皆様からの暖かい支援金がそ
の手助けとなっていることを嬉しく思い、謹んで御礼を
申し上げます。

東日本鉄道 OB 会　新潟地方本部 本部長　　加藤　順一
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9
月

【
２
日
】Ｊ
Ｒ
四
国
と
東
急
が
Ｊ
Ｒ
貨
物
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
の
協
力
で
２
０
２
５
年
１
～
３
月
に
東
急

の「
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｒ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｌ　

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
」を
四
国
で
運
行
す
る
と
発
表

【
４
日
】Ｊ
Ｒ
東
海
が
東
海
道
新
幹
線
岐
阜
羽
島

駅
の
外
装
材
に
同
新
幹
線
車
両
の
再
生
ア
ル

ミ
を
活
用
す
る
と
発
表
／
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が

「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
２
」に
基
づ
い
た
、未
来
の
駅
の
姿
や
提

供
し
た
い
価
値
を
ま
と
め
た「
駅
ビ
ジ
ョン
」を

策
定
し
た
と
発
表

【
10
日
】Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
世
界
初
の
新
幹
線
の「
ド

ラ
イ
バ
レ
ス
運
転
」を
上
越
新
幹
線
に
導
入

し
、北
陸
新
幹
線
、東
北
新
幹
線
へ
順
次
拡
大

を
目
指
す
と
発
表
／
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
中
央
快

速
線・青
梅
線
に
２
階
建
て
グ
リ
ー
ン
車
を
２

両
連
結
し
、２
０
２
５
年
春
か
ら
グ
リ
ー
ン
車

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
と
発
表

【
13
日
】Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現

に
向
け
、勤
務
制
度
の
見
直
し
を
12
月
以
降

順
次
実
施
す
る
と
発
表

【
17
日
】Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
同
社
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

国
際
連
合
が
提
唱
す
る「
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル・コ

ン
パ
ク
ト（
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
）」に
賛
同
す
る
署
名
を

行
い
、８
月
13
日
付
で
参
加
企
業
に
登
録
さ
れ

た
と
発
表

【
18
日
】Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
Ｊ
Ｒ
東
海
の
技
術
協
力

に
よ
り
、２
０
３
０
年
代
に
山
陽
新
幹
線
で
自

動
運
転
の
開
始
を
目
指
す
と
発
表
。運
転
士

が
乗
務
す
る
Ｇ
Ｏ
Ａ
２（
半
自
動
運
転
）の
導

入
を
図
る
／
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
線
路
の
保
守
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
手
法
の
変
革
の
取
り
組
み
と
し
て
、

８
月
か
ら
在
来
線
で「
線
路
設
備
診
断
シ
ス
テ

ム
」の
運
用
を
開
始
し
た
と
発
表

【
19
日
】Ｊ
Ｒ
東
海
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、Ｊ
Ｒ
九
州
の

３
社
が
東
海
道・山
陽・九
州
新
幹
線
の
会
員

制
ネ
ッ
ト
予
約
サ
ー
ビ
ス「
エ
ク
ス
プ
レ
ス（
Ｅ

Ｘ
）予
約
」の
法
人
会
員
を
対
象
に
提
供
し
て

い
る「
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
化
サ
ー

ビ
ス
」に
つい
て
、10
月
か
ら
導
入
企
業
を
拡
大

す
る
と
と
も
に
、九
州
新
幹
線
エ
リ
ア
に
広
げ

る
と
発
表

【
25
日
】Ｊ
Ｒ
貨
物
が「
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
」に
伴
う
被
害
で
発
生
し
た
石
川
県
輪
島

市
と
珠
洲
市
の
災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
、大
田

清
掃
工
場
、浮
島
処
理
セ
ン
タ
ー
、八
王
子
館

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
各
処
理
施
設
へ
運
ぶ
鉄

道
輸
送
を
開
始

10
月

【
１
日
】Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
旅
客
６
社
と
北
陸
３
県

（
富
山
県
、石
川
県
、福
井
県
）、北
陸
経
済

連
合
会
に
よ
る「
北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
開
幕
／
東
海
道
新
幹
線
が

開
業
60
周
年
を
迎
え
、東
京
な
ど
主
要
４
駅

で
出
発
式

【
３
日
】Ｊ
Ｒ
九
州
が
佐
賀
県
、長
崎
県
と
協
力

し
、両
県
内
の
３
線
区
計
19
駅
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

乗
車
券「
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

【
８
日
】Ｊ
Ｒ
東
日
本
が「
大
井
町
駅
周
辺
広
町

地
区
開
発（
仮
称
）」に
つい
て
、ま
ち
の
名
称
を

「
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ（
大
井
町

ト
ラ
ッ
ク
ス
）」に
決
定
し
た
と
発
表
。２
０
２
６

年
３
月
の
ま
ち
び
ら
き
を
予
定
／
Ｊ
Ｒ
東
日

本
が
鉄
道
固
有
の
知
識
を
学
習
し
た「
鉄
道

版
生
成
Ａ
Ｉ
」の
開
発
に
10
月
か
ら
本
格
着
手

し
た
と
発
表
／
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
東
鉄
工
業
、セ

ン
ク
シ
ア
と
共
同
で
、プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
上
屋
の

耐
震
補
強
工
事
で
溶
接
が
不
要
と
な
る
二
つ
の

新
工
法
を
開
発
し
た
と
発
表

【
10
日
】Ｊ
Ｒ
東
海
が
東
海
道
新
幹
線
で
使
用
す

る
新
し
い
電
車
線
金
具
を
開
発
し
、営
業
線
で

性
能
確
認
試
験
を
開
始
し
た
と
発
表

【
11
日
】Ｊ
Ｒ
東
海
、ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
情
報
シ
ス

テ
ム
が
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ア
プ
リ「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

を
利
用
し
た
旅
客
案
内
サ
ー
ビ
ス「
Ｊ
Ｒ
東
海

Ａ
Ｉ
ナ
ビ
」の
実
証
実
験
を
名
古
屋
駅
で
開
始

【
16
日
】Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
函
館
線
野
幌
駅
近
く
の

鉄
道
林
跡
地（
江
別
市
）の
分
譲
宅
地
販
売
を

同
日
に
開
始
し
た
と
発
表
。全
93
区
画
、タ
ウ

ン
名
称
は「
サ
ン
フ
ォ
レ
イ
ル
野
幌
」

【
17
日
】Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
Ｃ
Ｂ
Ｍ（
状
態
基
準
保

全
）に
よ
る「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
保
全
」を
実
現・実

施
す
る
た
め
、新
シ
ス
テ
ム「
Ｍ
ｉｙ
ｏ
Ｃｃａ（
見

よ
っ
か
）」を
導
入
し
た
と
発
表

【
18
日
】Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
旅
客
６
社
が
12
月
１
日
～

２
０
２
５
年
２
月
28
日
の
冬
期
間
の
臨
時
列

車
運
転
計
画
を
発
表
／
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
Ｊ
Ｒ

西
日
本
不
動
産
開
発
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
大
阪
開

発
は
、大
阪
駅（
う
め
き
た
エ
リ
ア
）地
上
部
で

開
発
を
進
め
て
い
る「
う
め
き
た
グ
リ
ー
ン
プ
レ

イ
ス
」に
つ
い
て
、12
月
12
日
に
駅
前
広
場
の一

部
を
使
用
開
始
す
る
と
と
も
に
、２
０
２
５
年

３
月
に
全
面
開
業
す
る
と
発
表

【
23
日
】Ｊ
Ｒ
九
州
が
無
人
駅
を
中
心
と
し
た
閑

散
駅
の
持
続
可
能
な
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け

た
取
り
組
み「ｅ
ｋ
ｉｎ
ｉｃｏ（
え
き
に
こ
）」を

ス
タ
ー
ト
す
る
と
発
表
／
Ｊ
Ｒ
貨
物
、Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

グ
ル
ー
プ
の
日
本
通
運
、大
成
ユ
ー
レ
ッ
ク
の
３

社
が
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
積
み
降
ろ
し
作
業
が
可

能
な
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
仕
様
の
20
フ
ィ
ー
ト
鉄

道
用
貨
物
コ
ン
テ
ナ
を
新
た
に
開
発
し
、運
用

を
開
始
し
た
と
発
表

【
28
日
】Ｊ
Ｒ
東
海
が
10
月
１
日
の
東
海
道
新
幹

線
開
業
60
周
年
を
記
念
し
て
、遠
く
離
れ
た

所
で
働
く
大
切
な
人
を
応
援
す
る
企
画「
Ｔ

Ｈ
Ｅ　
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」を

開
始

【
29
日
】Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
６
月
28
日
に
申
請
し
て
い

た
２
０
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
の
旅
客
運
賃
の

上
限
変
更（
運
賃
改
定
）に
つい
て
、国
土
交
通

省
か
ら
申
請
通
り
認
可
さ
れ
た
と
発
表
／
Ｊ

Ｒ
東
海
が
２
０
２
５
年
３
月
期
第
２
四
半
期

（
中
間
期
）決
算
を
発
表
／
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
広

島
県
東
広
島
市
が
自
動
運
転
と
隊
列
走
行
技

術
を
用
い
た
Ｂ
Ｒ
Ｔ（
バス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）

の
実
証
実
験
を
山
陽
線
西
条
駅
と
広
島
大
学

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
を
結
ぶ
県
道・市
道「
ブ
ー

ル
バ
ー
ル
」で
開
始

【
30
日
】Ｊ
Ｒ
東
日
本
が「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ 

Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｙ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」を
２
０
２
５
年
３

月
27
日
に
ま
ち
び
ら
き
す
る
と
発
表

【
31
日
】Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
２
０
２
５
年
３
月
期
第

２
四
半
期（
中
間
期
）決
算
を
発
表

Ｊ
Ｒ
各
社
の

お
も
な
動
き
・
出
来
事
２０２4年
9~10月

先
の
衆
議
院
選
挙
で
自
民

党
が
過
半
数
割
れ
し
、
施
策
の

方
向
性
が
今
後
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

挙
で
は
米
国
第
一
主
義
の
ト
ラ

ン
プ
氏
が
返
り
咲
き
、
良
き
に

つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
こ
こ
し

ば
ら
く
は
変
化
に
富
ん
だ
混
迷

の
時
代
が
続
き
そ
う
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
地
震
、
豪
雨
、
台

風
、
世
界
規
模
の
異
常
気
象
が

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
な

ど
、
天
災
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
被
災
地
の
皆
様
の
大
変
な

悲
し
み
や
ご
苦
労
を
見
る
と
、

安
全
対
策
の
整
備
が
急
務
で
あ

り
ま
す
が
、
た
だ
た
だ
、
穏
や

か
な
年
と
な
る
よ
う
祈
念
す
る

ば
か
り
で
す
。

そ
ん
な
中
、
ア
メ
リ
カ
大

リ
ー
グ
で
の
大
谷
選
手
の
活
躍

は
毎
日
の
心
の
活
性
剤
で
あ
り

ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
放
送
の
ド

ジ
ャ
ー
ス
戦
を
観
て
、
期
待
が

膨
ら
ん
だ
り
、
落
胆
し
た
り
、

毎
日
を
退
屈
す
る
こ
と
も
な
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

し
、
気
分
も
前
向
き
に
な
る
時

さ
え
あ
り
ま
し
た
。
大
谷
選
手

が
花
巻
東
高
１
年
の
時
に
立
て

た
目
標
達
成
表
、
ド
ラ
フ
ト
１

位
８
球
団
指
名
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
表
で
す
が
、
達
成

す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
も
の

を
表
に
書
く
こ
と
に
よ
り
、
72

の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
具
体
化

さ
れ
て
い
た
の
に
は
、
大
変
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
大
谷
選

手
が
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
か
は

知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
も
、
結
果
は
兎
も
角
、

く
れ
ぐ
れ
も
怪
我
な
く
、
奮
闘

し
て
頂
き
た
い
と
切
望
す
る
次

第
で
す
。

昨
年
は
東
海
道
新
幹
線
開
業

60
周
年
、
本
年
３
月
に
は
山
陽

新
幹
線
全
線
開
業
50
周
年
を
迎

え
ま
す
。
昭
和
50
年
３
月
、

「
ひ
か
り
は
西
へ
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
博
多
ま
で
新
幹

線
が
延
伸
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

当
時
24
歳
で
、
博
多
総
合
車
両

部
で
新
幹
線
車
両
保
守
の
開
業

準
備
に
従
事
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
後
民
営
化
と
な
り
、

新
大
阪
～
博
多
間
の
飛
行
機
と

の
シ
ェ
ア
を
ど
う
し
た
ら
増
や

せ
る
か
皆
と
議
論
し
た
こ
と
や

博
多
南
線
の
開
業
の
仕
事
に
携

わ
っ
た
こ
と
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
よ
る
山
陽
新
幹
線
の
寸

断
と
待
ち
わ
び
た
再
開
通
な
ど

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
い
ま

や
、
Ｊ
Ｒ
採
用
の
皆
様
が
し
っ

か
り
と
会
社
の
屋
台
骨
を
支
え

て
お
ら
れ
ま
す
。
機
会
が
あ
れ

ば
、
新
幹
線
の
車
窓
を
眺
め
、

50
年
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
の
も

悪
く
な
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
私
は
、
J
R
グ
ル
ー
プ

会
社
を
退
職
し
て
早
５
年
余

り
、
連
れ
合
い
に
煽
ら
れ
、
脳

の
体
操
に
と
ス
マ
ホ
で
脳
ト
レ

な
ど
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
が
、

最
近
、
新
聞
や
本
を
読
む
中

で
、
偉
人
や
先
人
の
こ
と
わ
ざ

や
教
訓
が
、
何
故
か
し
ら
目
に

留
ま
る
よ
う
な
っ
て
き
ま
し

た
。
う
ー
ん
確
か
に
そ
う
だ

な
ぁ
と
納
得
す
る
も
、
時
す
で

に
遅
し
、
後
悔
先
に
立
た
ず
で

あ
り
ま
す
。
た
だ
有
難
い
こ
と

に
、
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
は
退
職
後

の
活
動
で
あ
り
ま
す
。
遅
ま
き

な
が
ら
先
人
の
教
訓
が
少
し
で

も
活
か
せ
る
よ
う
活
動
を
進
め

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
会
員
数
減
少
の
中
、
地
方

本
部
の
会
員
全
員
の
方
と
、
活

動
や
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
、

如
何
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
充
実
し
て
い
け
る
か
が
肝
要

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
会

員
の
皆
様
が
で
き
る
だ
け
気
持

ち
良
く
活
動
し
て
い
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

先
人
曰
く
、
「
仕
事
や
目
標

や
趣
味
に
全
力
を
傾
注
す
る
人

は
多
い
が
、
自
分
の
健
康
に
全

力
を
傾
注
す
る
人
は
稀
で
あ

る
。
何
を
す
る
に
も
己
の
健
康

が
土
台
で
あ
る
」
。
近
頃
は
、

体
力
、
記
憶
力
、
免
疫
力
な
ど

軒
並
み
低
下
し
て
お
り
ま
す

が
、
血
圧
だ
け
は
上
が
り
続
け

て
お
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
長

く
元
気
で
人
生
を
謳
歌
す
る
た

め
に
、
ま
た
、
心
が
老
け
込
ま

な
い
よ
う
、
自
身
の
健
康
に
は

注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

近
所
の
か
か
り
つ
け
医
の
先

生
か
ら
「
意
欲
的
で
お
お
ら
か

な
人
が
長
生
き
さ
れ
て
お
り
ま

す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
た

だ
、
長
年
の
自
身
の
性
格
は

容
易
に
は
変
え
よ
う
も
な
く
、

せ
め
て
新
年
の
抱
負
に
掲
げ
、

ト
ラ
イ
し
て
み
る
か
と
思
っ
て

い
る
今
日
此
の
頃
で
す
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
の
末
永
い
ご
健

康
と
た
く
さ
ん
の
幸
せ
が
舞

い
込
み
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

西
日
本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
福
岡
新
幹
線
地
方
本
部
長　

荒
木　

茂
昭

今
日
此
の
頃
に
思
う
こ
と
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長谷川　一明

綿貫　泰之

四之宮　和幸

丹羽　俊介 喜㔟　陽一

犬飼　　新
代表取締役社長

古宮　洋二
（敬称略、順不同）

初春を迎え
  皆様のご多幸をお祈りします

小
山

　俊
幸

J
R
北
海
道
フ
レ
ッ
シ
ュ
キ
ヨ
ス
ク（
株
）

島
津

　勝
一

坂
本

　孝
司

土
田

　徳
造

小
塙

　隆
一

岩
本

　隆
市

宮
田

　久
嗣

今
田

　幸
宏

株
式
会
社 

ル
ミ
ネ

表

　
　輝
幸

髙
橋

　弘
行

弭
間

　俊
則

松
﨑 

哲
士
郎

（
株
）ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

穐
山

　健
輔

石
川

　明
彦

（
株
）J
R
東
日
本
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

三
林

　宏
幸

日
本
ホ
テ
ル
株
式
会
社

西
野

　史
尚

株
式
会
社
J
R
東
日
本
ク
ロ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
株
）J
R
横
浜
湘
南
シ
テ
ィ
ク
リ
エ
イ
ト

田
村

　
　修

松
木

　
　茂

J
R
東
日
本
東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

（
株
）J
R
中
央
線
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

小
澤

　
　裕

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
東
北（
株
）

廣
川

　
　隆

高
崎
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル（
株
）

有
座

　邦
雄
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Ｊ
Ｒ
高
崎
鉄
道
サ
ー
ビ
ス（
株
）

中
山

　浩
明

Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス（
株
）

太
田

　朝
道

雨
宮

　愼
吾

大
泉

　正
一

江
草

　
　茂

安
田

　一
成

新
宿
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス（
株
）

中
山 
弥
須
夫

日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

淺
見

　郁
樹

（
株
）総
合
車
両
製
作
所

照
井

　英
之

伏
田

　忠
広

株
式
会
社
J
R
東
日
本

      

テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
T
E
S
S
E
I

田
中

　康
裕

株
式
会
社
J
R
東
日
本

　
　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

周
藤

　晴
子

武
藤

　康
司

中
西

　雅
明

阿
部

　
　亮

Ｊ
Ｒ
東
日
本
ビ
ル
テ
ッ
ク（
株
）

前
川

　忠
生

（
株
）Ｊ
Ｒ
東
日
本
情
報
シ
ス
テ
ム

川
合

　正
敏

大
西

　精
治

J
R
東
日
本

　
　 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

赤
石

　良
治

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

新
井 
健
一
郎

Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
デ
ィ
ア（
株
）

竹
澤

　康
行

堀
江

　和
王

Ｊ
Ｒ
東
日
本
レ
ン
タ
リ
ー
ス（
株
）

高
橋

　敦
司

株
式
会
社
J
R
東
日
本

　 

び
ゅ
う
ツ
ー
リ
ズ
ム
&
セ
ー
ル
ス

穴
吹

　昌
弘

Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社

酒
井

　昌
一

（
株
）Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

（
株
）Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

森
山

　英
彦

鈴
木

　
　均

伊
藤

　喜
彦

（
株
）Ｊ
Ｒ
東
日
本
建
築
設
計

仙
建
工
業
株
式
会
社

中
村

　知
久

建
設
塗
装
工
業
株
式
会
社

相
澤

　文
也

株
式
会
社
日
本
線
路
技
術

原
田

　彰
久

第
一
建
設
工
業
株
式
会
社

内
田 

海
基
夫

鉄
建
建
設
株
式
会
社

伊
藤

　泰
司

株
式
会
社 

新
陽
社

戸
塚

　
　隆

菊
地

　
　正

株
式
会
社
交
通
建
設

森
本

　雄
司

公
益
財
団
法
人 

鉄
道
弘
済
会

会
長

東
日
本
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

大
内

　
　敦

市
川 

東
太
郎

セ
ン
ト
ラ
ル
警
備
保
障
株
式
会
社

代
表
取
締
役
執
行
役
員
社
長

根
本

　英
紀

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
都
市
開
発

一
般
社
団
法
人 

日
本
交
通
協
会

大
塚

　陸
毅 会

長

（
株
）Ｊ
Ｒ
東
日
本
商
事

大
西

　秀
麿

野
口

　
　忍
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半
田

　真
一

野
村

　康
郎

三
輪

　正
稔

加
藤

　勇
樹

前
田

　勇
人

中
西

　
　豊

伊
藤

　義
彦

（
株
）J
R
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

飯
田

　
　聡

牛
島

　雅
隆

J
R
九
州
電
気
シ
ス
テ
ム（
株
）

大
石

　和
弘

松
本 

喜
代
孝

株
式
会
社
レ
ー
ル
テ
ッ
ク

髙
橋

　亮
一

J
R
西
日
本
電
気
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

三
津
野 

隆
宏

鎌
田

　
　康

（
株
）Ｊ
Ｒ
西
日
本
新
幹
線
テ
ク
ノ
ス

牧
原

　
　弘

（
株
）ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本

　
　
　
　 

総
合
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

江
本

　出
夫

四
国
鉄
道
機
械（
株
）

谷
口

　正
樹

四
国
電
設
工
業（
株
）

上
池

　
　裕

本
四
塗
装
工
業（
株
）

兼
田

　匡
章

貴
谷

　健
史

J
R
西
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ（
株
）

平
野

　賀
久

森
本

　卓
壽

J
R
西
日
本
京
都
S
C
開
発（
株
）

藤
原

　嘉
人

J
R
西
日
本
不
動
産
開
発（
株
）

伊
藤

　嘉
道

西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス（
株
）

北
野

　
　眞

江
藤

　尚
志

若
菜

　真
丈

永
田

　浩
一

小
林

　
　宰

Ｊ
Ｒ
九
州
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

森

　
　亨
弘

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員

J
R
九
州
駅
ビ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

三
戸

　尉
行

（
株
）J
R
西
日
本
交
通
サ
ー
ビ
ス

小
林

　
　聡

株
式
会
社 

日
本
旅
行

小
谷
野 
悦
光

J
R
九
州
バ
ス
株
式
会
社

森
部

　
　毅

一
般
社
団
法
人 

日
本
鉄
道
車
両
機
械
技
術
協
会

佐
藤

　
　裕

（
株
）ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本

　
　
　
　
　
　   

マ
ル
ニ
ッ
ク
ス

福
嶋

　
　圭

四
国
開
発
建
設（
株
）

髙
瀨

　直
輝

上
野

　文
雄 会

長

公
益
財
団
法
人 

日
本
交
通
文
化
協
会

滝

　
　久
雄 理

事
長

一
般
社
団
法
人 

鉄
道
建
築
協
会

叶

　
　篤
彦


